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まちかど graffiti では、広報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

　株式会社エムシーからの申し出により、可視光応答型光
触媒「光ケアコート・プレミアム」のデモンストレーショ
ンを実施しました。光ケアコート・プレミアムとは、最先
端のナノテクノロジーによる車内の抗菌、消臭コーティン
グで、太陽などの光を受けると菌やウイルス、臭いなどの
有害物質を分解し、無害化します。市では、スクールバス
や旅館などの送迎バス、乗合タクシーなどに施工するこ
とで、市民の皆さんの安全安心な利用につながると考えて
います。また、デモンストレーションを機会に事業者の皆
さんにも施工の検討をしていただき、導入する事業者に対
しては市から一部を補助することとしました。（詳しくは、
２ページをご覧ください）
　社長の米倉和秀氏は「交通事業者に早く立ち直っていた
だき、あわら市は安心安全な温泉地であるとＰＲしてほし
い」と話していました。

バス抗菌コーティングデモンスト
レーション　　　 ◆６月 18 日（木）　市役所

交通安全のオリジナルマークを
配布しました　　  ◆６月 11 日（木）　本荘小学校

　あわら市とあわら警察署が共同で作成した交通
安全のオリジナルマークを市内の各小学校に配布
しました。
　新型コロナウイルスの影響で交通教室の実施が
見送られる中、子どもたちに交通安全意識を持っ
てもらい、事故を減らしたいという願いから作成
しました。校内や敷地内の危険箇所に設置し、安
全のために止まるべき場所や、ソーシャルディス
タンスをとる場所での目印としています。
　学校での交通安全教育としての取り組みです
が、「交通安全は家庭から」を今一度意識し、ご
家庭でもお子さんと交通安全について、話し合っ
てみてください。

　中国浙江省紹興市から新型コロ
ナウイルス感染症防止対策とし
て、マスク３万枚の寄付をいただ
きました。あわら市と紹興市は 1983 年から友好都市を締
結しており、今年の２月には、紹興市からの要請に応じて、
あわら市からマスク３万枚を支援しました。
　市では、引き続き感染症対策などに備えていきます。

マスクの寄付
◆６月 11 日（木）　市役所

児童図書の寄贈
◆６月９日（火）　市役所

　国際ソロプチミストとは、
管理職や専門職についてい
る女性の世界的組織で、人
権と女性の地位を高める奉
仕活動を行っています。今回、その組織からあわら市芦原
図書館に子どもたちの読書活動に活用してほしいと、児童
図書を寄贈していただきました。
　芦原図書館への寄贈は平成 27 年から始まり、５年間で
156 冊もの寄贈をいただきました。寄贈を受けた大代教
育長は「大切に使わせていただきます」と話していました。

※ 新型コロナウイルス感染症防止対策を
行った上で、取材しています。

　市内４つのゴルフ場で構成される「あわら市ゴルフ場協
議会」から、大規模な災害時に各ゴルフ場の施設や敷地な
どを市民の皆さまに提供し、役立ててもらいたいとの申し
出があり協定を締結しました。
　例えば、クラブハウスなどが一時避難所として開放され
ることで、指定避難所への集中を分散することができ、指
定避難所の円滑な運営が可能となります。
　これを機会に、近隣集落への災害支援対策時における住
民の安全確保を、より一層図っていきたいと考えています。

激甚災害支援協力協定調印式
◆６月 30 日（火）　市役所
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